
２０２６年６月、駅業務関係体制見直しが提案されました。立川駅中央快速ホーム（３～６番線）では、

終日立ち番社員による乗降終了表示の掲出・列車注視を行っています。今後、車掌用ＩＴＶ整備によ

り、車掌がお客様の乗降を確認できるようになることから、駅社員による乗降終了表示を省略し安全を

確保しつつ効率的な業務体制を構築するとの説明がされました。 

立川駅は、３路線（中央線・青梅線・南武線）の乗り入れや優等列車停車駅であり、多くのお客様がご利

用されるターミナル駅です。そのため、お客様に安全かつ安定的な輸送サービスを提供していかなくて

はなりません。立川駅では、列車非常停止警報装置の取り扱い対応や他路線への接続案内等、ホー

ム立ち番体制で安全・安定輸送を確保してきました。今回、ホーム立ち番体制が見直されることで駅・

乗務員の組合員からは「ＩＴＶのみで安全が担保されるのか」「ホーム上監視体制は今後どうなるのか」

「本当に充分な教育・訓練期間があるのか」等、多くの不安の声が挙げられています。安全やサービス

が確保された施策にするために、以下の１０項目を８月１３日に申し入れました。団体交渉を通じ、安全

で安心して働ける職場を創っていきます！ 
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１．今施策を実施する経緯と根拠を明らかにすること。 

２．今施策によって、どのように安全性が向上するのか具体的に明らかにする 

こと。また、施策実施に伴う立川駅のＩＴＶ整備計画を明らかにすること。 

３．立ち番廃止後の立川駅内勤室、信号所のホーム上監視体制について明らかに 

すること。 

４．今施策によって、どのようにサービスレベルが向上するのか具体的に明らか 

にすること。また、安全・サービスの観点から青梅線の半自動扱いを取りやめ、

中央線立川駅の停車時間を１分以上確保すること。 

５．車外スピーカーが設置されていない車両において、車掌がホーム上へ放送を 

行えるように整備すること。 

６．今後の立川駅輸送業務内容を明らかにし、社員のモチベーションの維持を 

図ること。 

７．作業ダイヤ作成にあたっては、現場社員の意見を反映させること。 

８．新たに担当する業務については、スケジュール感をもって技術・技能継承の 

期間を設け、取扱い誤りが内容に教育を行うこと。 

９．今施策において移動が発生する際は、本人が描くキャリアプランに寄り添い、 

双方向のコミュニケーションを図ること。 

10. 施策実施後、課題等が生じた際は労使で解決に努めること。     以上 

 安全で安心して働ける職場を創り出すぞ！ 


